
一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書

令和４年１１月１６日

長久手市議会議長 殿

長久手市議会議員 さとうゆみ

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
個 人 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

中央図書館の指定管理者制度導入の方針撤回を

⑴ 「行政改革の重要課題事業第１弾」に基づいて、中央

図書館に指定管理者制度を導入し、民間事業者に管理・

運営してもらう検討が進められている。「令和元年度に実

施した事業及び施策の内部評価」で、中央図書館は「指

定管理者制度を導入することにより、民間の新たなサー

ビスを提供し、サービス向上につながると考えられるが、

現在の図書館運営にかかる費用（人件費など）よりも増

額となる見込みである。」と書いている。経費削減にはつ

ながらないと考えてよいか。

⑵ 「長久手市中央図書館の指定管理業務に関するサウン

ディング型市場調査」の結果が公表された。「指定管理者

の公募条件について」の項目に「図書館内で飲酒や雑貨

等の販売、有料イベントの可否等について、公募条件に

記してほしい。」とあるが、市として館内で飲酒を認める

ことを考えているのか。

⑶ まちの中核的社会教育施設である図書館は、今後も市

直営で管理・運営することがふさわしいと考える。指定

管理にするための条例改正案を令和５年３月議会に上程

するとのことだが、やめるべきではないか。



２

公共施設の利用予約のデジタル化を

⑴ 令和４年から文化の家ではホール及び各部屋の予約が

インターネットでできるようになった。インターネット

で申請すれば、申請書類を書くことなく、窓口で使用料

を支払うだけで予約完了となる。インターネット環境が

ない人は、文化の家の窓口に設置されたパソコンで申請

ができる。市の他の施設では、複写式の申請書類に手書

きで書いて予約する必要があるが、文化の家と同様にデ

ジタル化できないか。

⑵ 令和４年３月に「長久手市デジタルトランスフォーメ

ーション（ＤＸ）推進計画」が策定された。この計画に

基づいて、どのような行政手続きが手書きからデジタル

化される見込みか。

３

小中学校の教育環境の充実を

⑴ 市が雇用する小中学校の非常勤講師の時間給は２，０００

円を下回っている。処遇改善、人材確保の観点から引き

上げることが必要ではないか。

⑵ 国の方針により、本市でも１クラス３５人以下とする

「３５人学級」が段階的に進められている。さらに少人

数とした「３０人学級」を進める自治体が出てきている

が、本市の考えはどのようか。

４

「ござらっせ」の入泉料割引について

長久手温泉「ござらっせ」の入泉料は、「赤あったかぁど」

の提示で７２０円が４００円に、「青あったかぁど」の提示

で７２０円が５１０円になる。今年の夏から、「ござらっせ」

のフロントで「あったかぁど」の有効期限の確認が厳密に

行われることになり、少しでも期限が切れた人は市民であ

っても割引対象外としている。「あったかぁど」の更新は、

長寿課または福祉の家事務室でしかできず、長寿課では月

曜日から金曜日の８時３０分から１７時１５分まで、福祉

の家事務室では火曜日から日曜日の９時から１７時までで

ある。割引されないことが不満で帰ったり、割引されるつ

もりで来たが高く支払うことになったりしている状況があ

るため、「あったかぁど」をすぐに更新できる体制を取るな

ど、何か対策ができないか。


